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研究成果の概要（和文）：本研究は、病院レセプトデータ等の活用により、医師の病院の選択を支援し、同時に
医師の地域偏在を解消する医師と病院のマッチングシステムを開発することにより、医師のキャリア形成におけ
る問題点を解消し、地域医療を充実させることを目的としている。
医師の希望、技術と医療機関レセプトデータのビックデータから抽出した症例数傾向の一致度をコーエンのκ係
数を用いて算出し、キャリア形成を可能にする病院選択を支援するシステムを開発した。今後は、順天堂４大学
病院の匿名化されたレセプトデータ（DPCデータ）から、マッチングシステムに必要なデータを抽出し、システ
ムに反映させることで医師病院マッチングシステムを完成させる。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop the matching system to support 
the career formation and to resolve the uneven distribution of doctors. This system makes it 
possible to support the doctor’s choice of their working hospital and to resolve the problems in 
regional medical services. We developed the supporting system to match the doctor’s desire to have 
experiences of cases or techniques with hospital data of the national insurance system. We are 
extending the research by using DPC data of four affiliated hospitals in Juntendo University.

研究分野： 医学教育

キーワード： マッチングシステム　研修医　キャリア形成　専門医

  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
平成 20 年医道審議会において、新臨床研

修制度の問題点として、「専門医等の多彩な

キャリアパスへの円滑な接続が妨げられて

いる」ことが指摘されている。現在のシステ

ムでは、学生が病院のホームページ等から情

報を収集し、病院を選択している為、医師の

キャリア形成に有効な病院を選択すること

が困難な状況にある。 

 新臨床研修制度が始まり、それまでの医

局制度と比較し、自由に研修先を選択できる

ようになって約 10 年経った。しかし、この

新制度は、医師のキャリア形成の妨げになり、

一部の病院へ医師が集中することによる医

師の偏在に陥ったことが多方面から指摘さ

れている。世界で最も高齢化が進でいる日本

において、医師偏在による地域医療の不足は

問題であり、医師のキャリア形成が不十分な

ことによる医療の質の低下は、国民にとって

大きな損失となる。   

キャリア形成の妨げになる要因として考

えられるのが、現状の医師・病院マッチング

システムは、学生自らが、病院のホームペー

ジ等の情報を元に病院を選択しなければな

らない状況であり、キャリア形成に必要な病

院を選択することが困難な状況にあること

が考えられる。また、医師が病院を選択する

際には、自身のキャリア形成を最も重視して

いることが明らかになっている(Sato et al. 

2004)。研究代表者である檀原は、順天堂大

学医学教育研究室及並びに、総合診療科の教

授として、広く臨床・教育・研究にあたって

いる。順天堂大学総合診療科では 2003 年か

ら東京都新島村へ医師派遣業務を行ってお

り、離島での医療問題だけでなく、医師のキ

ャリア形成や地域医療について、研究・討論

を重ねてきた。 

検討の結果、医師のキャリア形成に最適な

病院をマッチングさせるシステムを独自に

開発することで、キャリア形成が行われ、医

師偏在の課題が解決すると考えられた。よっ

て申請者らは、キャリア形成と医師偏在の解

消による地域医療の充足を目的とする研究

を行うという着想に至った。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究では、以下を目的としている。 

A)キャリア形成を可能にする医師・病院マッ

チングシステムを独自に開発する。 

B)システムのキャリア形成、医師偏在、地域

医療の充足への有効性、妥当性及び信頼性

を検証の上、システムに適用・実装する。 

病院レセプトデータ等の活用により、医師

のキャリア形成可能な病院の選択を支援し、

同時に医師の地域偏在を解消する医師と病

院のマッチングシステムを開発することに

より、新臨床研修医制度以降問題となってい

る、医師のキャリア形成における問題点を解

消し、地域医療を充実させることを目的とし

ている。 

 

 

３．研究の方法 

研究倫理審査、デモ機の開発、試験運用を

行い、小規模の対象に対してシステムの運用

を行い、評価し、条件を決定した。また、順

天堂４大学病院と順天堂大学医学部 6年生を

対象に小規模運用を行い、大学病院のデータ

収集と入力、システムの有効性、妥当性、及

び信頼性を評価、改善することとした。 

初めに初期研修病院を選択するマッチン

グシステムを開発するために、平成 27 年度

は、システム開発に必要な、疾患、手技等の

データ項目を初期研修項目を基に検討を行

い、現役医師の意見を反映させ、データ項目

を決定した。同時に、マッチ度検索システム

とマッチ度グラフ表示機能を備えたマッチ

ングシステムの開発を行った。平成 28 年度

は、マッチングシステムで使用する疾患等デ

ータ項目について、病院データ作成の為に、



当初、デモシステム開発の段階で予定してい

たダミーデータを基にした開発から、各病院

診療科担当者へのアンケートにより、疾患、

手技の症例数等を調査し、より精度の高いマ

ッチングシステムの開発を試みたが、労力の

問題等から断念し、他の手法による病院デー

タの作成方法を検討してきた。結果、当初予

定していたレセプトデータ（DPC データ）を

用いて、病院データ作成の目途がたったこと

から、レセプトデータ構造を解析し、病院デ

ータを作成した。具体的には、各病院の匿名

化されたレセプトデータ(様式 1，4,E データ、

F データ、外来 E データ、外来 F データ)を

抽出することにより、システム開発に必要な

病院データ作成する。それをマッチングシス

テムに反映させることで、精度の高いシステ

ムを開発する。今後は、順天堂大学付属病院

(本院、浦安、練馬、静岡)各病院のレセプト

データ（DPC データ）より、システム開発に

必要なデータ項目を作成し、マッチングシス

テムを開発した。 

マッチングシステムに必要なデータ項目

について、病院ごとのデータ作成方法につい

て検討し、ダミーデータ、または、各病院診

療科責任者への症例数等のアンケート調査

を行い、システム開発に必要な病院データの

作成を試みたが、労力等の問題から断念し、

他の方法での病院データ作成を検討してき

た。結果、匿名化されたレセプトデータ（DPC

データ）から様式１、４、EF データを抽出

することにより、病院データを作成した。 

共同研究機関の株式会社グッドメディッ

クス S.A.A.研究所の協力の元、レセプトデー

タより、順天堂 4 大学病院の初期研修項目症

例数、診療科別症例数を収集した。レセプト

データは直ちに匿名化され、個人情報には十

分に配慮した。分類は試験運用と同じ、症状

別、疾患別、手技等別、厚生労働省コード診

療科分類を用いた。 
 

４．研究成果 

初期研修医臨床研修の到達目標とレセプ

ト傷病名・レセプト診療行為名の紐付け表素

案を作成した。次に、紐付け表素案に対して

順天堂医院の DPC データ（２０１６年１１

月・１２月分）の診療回数・行為回数を当て

はめ、表の妥当性を検証した。 

 

表 1. 紐付け表素案ー順天堂医院 DPC の診

療・行為回数 

緊急を要す

る症状病態 
対応する疾患/症状 レセプト傷病名名称 

心肺停止 心肺停止 心肺停止 

心肺停止 心肺停止 来院時心肺停止 

心肺停止 循環血液量減少 循環血液量減少性ショック  

心肺停止 低酸素血症 新生児低酸素血症 

心肺停止 低酸素血症 低酸素血症 

心肺停止 低カリウム 新生児低カリウム血症 

心肺停止 低カリウム 低カリウム血症 

 

 さらに、紐付けの整合性を精査し、見直し

た表を作成した。 

 

表 2. 臨床研修到達目標‐レセプト傷病名

紐付け表 

 
対応する疾患/症状 レセプト傷病名名称 

ﾚｾﾌﾟﾄｺｰ

ﾄﾞ 
ICD10 

必

須 
鉄欠乏性貧血 産褥期鉄欠乏性貧血 8847341 O990 

必

須 
鉄欠乏性貧血 鉄欠乏性貧血 2809009 D509 

必

須 
鉄欠乏性貧血 妊娠性鉄欠乏性貧血 2800013 O990 

必

須 
二次性貧血 二次性再生不良性貧血 8838399 D612 

必

須 
貧血 出血性貧血 2809005 D500 

 

 

 



医師の希望、技術と医療機関レセプトデー

タのビックデータから抽出した症例数傾向

の一致度をコーエンのκ係数を用いて算出し、

キャリア形成を可能にする病院選択を支援

するシステムを開発した。客観的にキャリア

形成に最適な病院が提示される点は他のマ

ッチングシステムにはない（表１）。 

 

表 1. マッチング支援システム画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 2 マッチング支援システム結果（例） 

 

 

 

 

今後は、順天堂４大学病院（本院、浦安、

練馬、静岡）各病院の匿名化されたレセプト

データ（DPC データ）から、マッチングシス

テムに必要なデータを抽出し、システムに反

映させることで医師病院マッチングシステ

ムを完成させる。また、本システムの有効性、

妥当性、信頼性の検討を行い、本運用に向け

て条件を検討する予定である。 

本研究により、これまで問題とされていた

キャリア形成に繋がらない病院選択が解消

され、医療・医学の発展に寄与する。また、

キャリア形成を可能にする地域の病院のニ

ーズも満たすことに繋がり、医師偏在を解消

することにより、急速な高齢化を迎える日本

の地域の医療の充足を可能にする。このキャ

リア形成を可能にするマッチングシステム

は、医療介護分野の職種のキャリア形成を可

能にする職場選択並びに、他の職業において

も、生涯キャリア形成を考えた職場マッチン

グに応用が可能であり、地域医療のみならず、

少子高齢化による、減少する日本の労働力の

効率化に寄与することも考えられる。本研究

は、文部科学省第 4 期科学技術計画に記載さ

れている、多様な場で活躍できる人材の育成、

独創的で優れた研究者の養成、次代を担う人

材の育成に貢献する。また厚生労働省が取り

組んでいる、キャリア形成に焦点を当てたへ

き地保健医療計画とも合致するものである。 
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